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　研究者は、2001年より、子どもを亡くした家族の

定例会に参加し、サポートグループや個別相談を

行ってきた1)。子どもの死は、親や配偶者などの他

の死別以上にストレスフルで2)、病的悲嘆や長期に

渡る適応障害が生じやすい3)と言われている。家族

会員は、実質的には母親である。分かち合いで、父

親の思いや体験を聞く機会はない。母親は、死んだ

子どもに没頭し、父親は、喪が明けると仕事や社交

に戻る。母親は、父親に対し、子どもや妻への愛情

や配慮に対する疑問や不満を抱き、分かち合いでは

父親へのネガティブな認識が共有されることがある。

また、平成19年の離婚率は2.02件4)たが、家族会員の

離婚率は高く、約 2 割が離婚しており、父親の体験

や思いを知ることの重要性が感じられる。

　Freud S の「悲哀の仕事」 5) 以降、死別後の生活適

応の促進は、悲嘆過程の通過が重要とされ、「段階

説」 6) や「課題説」 7) 等が標準モデルとして使用されて

いる。

　国内の子どもを亡くした家族の研究も標準モデル

が適用され、母親に焦点を当てた事例研究8)・9) や小

児がんの死別後の母親に対する短期療法10)とサポー

トグループ11)、悲嘆反応のスケールの検討などがあ

る12)。父親を対象としたものは、加藤らの13) 父親の

悲嘆体験と木村14)の母親の支援者として位置づけら

れた父親の研究などがある。しかし、父親の経験や

思いが母親との夫婦関係にどのように影響している

かは明らかにされていなかった。

　諸外国においても、父親に焦点を当てた研究は少

なく、父親は、母親を支えるべきという役割意識や

男性は悲しみの感情を抑制するという文化規範15)、

多忙さと母親への気遣いが父親の悲嘆を後回しにさ

せる傾向16)、妻が悲しむ状況が父親の悲しみとなる

こと17)などがある。しかし、いずれも、断片的な示

唆にとどまる。

　本研究の目的は、子どもを亡くした父親の死別後
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子どもを亡くした父親の死別体験
　

井上ひとみ　　稲垣美智子＊
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　本研究は、子どもを亡くした父親の死別体験を明らかにし、喪失後の夫婦関係を検討す
ることを目的とした質的因子探索研究である。研究参加者は、9 名であり、半構成的面接
を行った。面接内容を逐語録に起こし、データ化し、修正版グラウンデドセオリー・アプ
ローチで分析した結果、8 つの概念が抽出された。
　父親は、連絡を受けて駆けつけ、子どもの変わり果てた状態と妻の憔悴しきった状態に、
【沸騰しかけた脳内が凍結していく瞬間】を体験し、【子どもの死に際し、父親が認識した
役割】を果たす。喪が明けた後、父親は、【「母親が一番悲しい」と認めざるを得ない母子
関係】を意識し、文化的・社会的に要求される【「男らしさ」を演じる努力】をするが、
【表出できない本音が妻の誤解を生む状況】が生じていく。時間の経過と共に、父親は、【消
耗・疲弊し「勘弁してくれ」の状態】に陥り、もはや、感情をコントロールできなくなり、
【生じていく夫婦間相互のずれや溝】により関係性が破局していくか、【互いに向き合い積
み上げていく夫婦関係】かの岐路に立つ構造になっていた。
　子どもを亡くした父親のグリーフケアは、夫婦関係も考慮した新しいケアのモデルを開
発する必要性が示唆された。
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父親、悲嘆、子どもの死、夫婦関係、男らしさ
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の体験や思いを明らかにし、子どもの死が夫婦関係

に与える影響を検討することにある。

　このことにより、母親を含めた周囲の人が、父親

の死別体験を理解する糸口が得られ、また、より有

効な子どもを亡くした家族への援助を示唆する資料

になると考える。
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　研究デザインは、帰納的質的因子探索とした。
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　研究参加者の概要は、表 1 に示した。

　子どもの死という稀有な事象の中で、参加者の条

件を揃えるため、予期せぬ状態で乳幼児期の子ども

を亡くした父親とした。乳児突然死症候群とインフ

ルエンザ脳症の 2 つの家族会を通じて、9 名の参加

が得られた。参加者は、死別後、0～15年、年齢は、

30～50歳代となった。家族会は、20年以上前に死別

した親が、新規に参加する状況が稀ではなく、子ど

もを亡くした親は 8 年経ても悲嘆が継続していると

いうLundin18) の報告などから、死別後の期間を限定

しなかった。また、 7 名は、他にも子どもをもって

いた。
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　データ収集は、2006年 3 月から2008年 5 月に実施

した。
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　半構成的面接を 1 回実施し、 1 回の面接時間は、

90～160分、平均120分程度となった。
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　参加者に死別後の期間を限定と悲嘆の標準モデル

を使用しないため、インタビュー・ガイドは、�死

亡の経緯�死後の父親の体験と思い�母親との違い

�夫婦関係への影響などを自由に語ってもらう。
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　データ分析には、修正版グラウンデッド・セオ

リー・アプローチ19)を用いた。その理由は、本研究

が「父親の死別体験」という数値化されない、社会

的相互作用や人間行動の予測と説明に関わり、限定

された範囲の説明力に優れ、方法が明確であること

による。

　分析の手順は、まず、予測なく、乳幼児期の子ど

もを失った父親を「分析焦点者」とし、「子どもの死

を契機とした父親の体験を、夫婦関係を含めた変化

のプロセス」を分析テーマとした。分析の流れは、

逐語録に起こしたテクストを分析焦点者と分析テー

マに照らして、データの関連個所に着目し、それを

 1 つの具体例とし、他の類似の例も説明できる概念

を生成する。概念を作る際は、分析ワークシートを

作成し、概念名、定義、最初の具体例を記入する。

データ分析を進める中で、新たな概念を生成し、分

析シートは個々の概念ごとに作成する。同時に、他

の具体例をデータから探し、ワークシートのヴァリ

エーション欄に追加していく。具体例が豊富でない

概念は無効とする。生成した概念の完成度は、類似

例の確認と対極例も比較してデータを見て、その結

果を理論的メモに記入することにより恣意的に偏る

ことを防いだ。次に、生成した概念と他の概念との

関係を個々の概念ごとに検討し、関係図にしていく。

複数の概念からなるカテゴリーを生成し、カテゴ

リー相互の関係から分析結果をまとめ、その概念を

簡潔に文章化し、結果図を作成する。

　本論文における 1 つの概念生成過程を例示する。

以下は、インフルエンザ脳症で 1 歳の子どもを失っ

た30代の父親の語りの一部である。

　「管につながれた娘の姿を見て、僕は正直立って

いるのが精一杯。頭の中は、真っ白だったけど、嫁

さんが、動揺していたんでね。声かけるのに必死に

なった。」

　研究者はこの部分を、父親は強い衝撃を受けたが、

妻を最優先させ、自分の感情を凍結してしまうこと

と解釈した。定義は、父親は、変わり果てた子ども

の姿を見て、脳内が沸騰 し、気が動転するが、憔悴

しきった妻の姿に、瞬時に、感情を凍結し、妻を支

えようと態勢を立て直すこと、概念名は、〈子どもの

変わり果てた姿と妻の憔悴しきった姿が感情を凍結

させる〉とした。他の概念も同様の手順で解釈し、

最終的には30の概念を生成した。
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　面接は、研究者の思い込みを排除するために、参

井上ひとみ　他
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死後
（年）

死亡年齢
（歳）

死　因
年齢
（歳代）

参加者

40インフルエンザ脳症30A

0.51インフルエンザ脳症30B

32インフルエンザ脳症30C

101インフルエンザ脳症40D

102乳幼児突然死症候群40E

150乳幼児突然死症候群40F

150乳幼児突然死症候群50G

150乳幼児突然死症候群50H

65てんかん40J



加者の言葉や意図を確認した。データの真実性を高

めるために、質的研究のワークショップに参加し、

分析訓練を受けた。概念名が、単なる要約にならな

いように、類似例の確認と、対極例の比較により、

解釈が恣意的に偏る危険を防いだ。また、研究の厳

密さを確保するために全過程を通し、看護の知識と

実践に富んだ、質的方法論のスーパーバイザーから

指導を受けた。
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　研究参加者に対し、家族会の代表を通して、事前

に、研究の目的、方法、参加の拒否・途中辞退の権

利、情報の適正使用、収集したデータの細心な処理

に注意を払うこと。公表時は個人が特定されないよ

うに、個人の名前や場所などは記号に変え、ライバ

シー を保護することについて、文書を用いて説明後、

参加の同意を得た。面接内容は、参加者の許可を得

て録音した。また、データは、鍵のかかる保管庫に

厳重に保存した。
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　分析の結果から、子どもを亡くした父親の体験と

それに関わる夫婦関係について、30の概念と 8 つの

カテゴリーとが抽出された。以下、カテゴリーを

【　】、概念を［　］、インタビューで語りの具体例は

字体を変えて「 　」で表し、コアカテゴリーに下線

を引き、子どもを亡くした父親の体験の概要（ス

トーリーライン）と、結果図（図 1 ）を作成した。
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　父親は、子どもの死後、社会的要求を強く意識し、

妻や家族を守るために「男らしさを演じる努力」に

必死であるが、報われずに、ついに、【『勘弁してく

れ』に至る消耗・疲弊】を感じていくた。それが、

結果図である。

　子どもの死の連絡を受けて駆けつけた父親は、子

どもの変わり果てた姿と母親の憔悴した姿に、【沸

騰しかけた脳内が凍結していく瞬間】を体験する。

父親は、死別による悲嘆をも凍結させて、【子ども

の死に際し、認識した役割】の一切を引き受け対処

していた。父親は、葬儀や49日などの一連の喪の儀

式を経て、通常の社会的役割に戻っていく。父親は、

母親が子どもに没頭していく状態を【『母親が一番悲

しい』と認めざるを得ない母子関係】として容認す

るが、自分自身には、社会的に要求される役割を遂

行すべく、【『男らしさ』を演じる努力】を強いるよ

うになる。しかし、【『男らしさ』を演じる努力】は、

母親には、子供に対する愛情の薄さや妻への配慮の

なさとして誤解されながら、【妻の誤解を生む表出

できない本音】があり、妻とのコミュニケーション

が断絶するようになる。このような、緊張状態の持

続に、父親はついに、コントロールを失い【『勘弁し

てくれ』に至った消耗・疲弊】に陥る。こうして、

感情の抑制が効かなくなった夫婦は、【生じていく

夫婦間相互のずれや溝】により、瓦解していくか、

【互いに向き合い積み上げていく夫婦関係】に向かう

かの岐路に立つという構造になっていた。
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　妻より連絡を受けて、子どもの急変（死）に直面

する過程である。［取りあえず駆けつける］、［子ど

もの変わり果てた姿と妻の憔悴しきった姿が感情を

凍結させる］、［妻の涙に掛ける言葉を失う］の３つ

サブカテゴリーで構成される。
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　子どもの死によって、対処しなければならないと

父親が認識した役割のことである。

　サブカテゴリーは、［最善の選択と判断を下す］、

［事務的手続きをこなす］、［葬儀の采配などの一連
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子どもを亡くした父親の死別体験
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が課せられる］、［生活の基盤を守る］で構成される。
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　父親が『母親が一番悲しい』と思い、母親を優先

させるように働く条件のことである。

　サブカテゴリーは［母親との身体条件の違い］［子

どもとの関わりの頻度や時間の差］［家庭に占める父

（夫）の存在の縮小］で構成される。
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　父親が、感情を削いで社会的に要求される「男ら

しさ」を遂行しようと努力すること。

　サブカテゴリーは、［理屈で感情を納得させる］

［妻の前で虚勢を張る］［残された子どもを守る］［家

庭内をうまく収める］で構成される。
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　夫の言動の背景を構成するカテゴリーであり、サ

ブカテゴリーは、［『女に何が分かるか』と嘯く苦手

な感情表出の本音］［平静さに秘めた子どもへの思い

と破滅衝動］［蓋をせざるを得ない本音］［妻の涙を

誘う事象への拒否］で構成される。
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　時間の経過と共に、父親の感情のコントロールが

効かなくなっていく状態のことである。サブカテゴ

リーは、［妻の状態に対する不安と緊張感］、［『男の

包容力』の重荷］、［逆転し、取り残されていく夫の

悲嘆］［仕事では跳ね返せない子どもの死］で構成さ

れる。
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　子どもの死後、次第に夫婦の間に対処できないず

れや溝が広がる状況である。サブカテゴリーは、

［家庭（妻）と距離をとるようになる］、［『勘違い』

させてしまう子どもの死］、［噛み合わない夫婦の認

識］、［箍が外れて炸裂した感情の応酬］、［意味を失

い瓦解していく夫婦関係］で構成される。
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　夫婦が向きあいズレや溝に対処しようとする状況。

サブカテゴリーは、［遺された子どもの存在が鎹と

なる］［夫婦関係の勘違いに気づく］［折り合いをつ

ける］で構成される。
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　本結果から、父親は、社会生活の中で内在化され

た「男らしさ」 20) に縛られ、悲嘆に向き合えていな

いことが明らかになった。つまり、父親は、母親を

支えるべきという役割意識や男性は悲しみの感情を

抑制するという文化規範15)、父親の多忙さと母親へ

の気遣いが悲嘆を後回しにさせる傾向16)、悲しんで

いる妻への悲嘆17)などという結果に一致していた。

　これまでは、母親を焦点に悲嘆の援助が考えられ

ていた。これは、母子間の愛着が父子間に比べて強

く、悲嘆も母親の方がより強い21)と認識されている

ことと、母親は感情を表出するため、臨床的に把握

されやすいことなどが挙げられる。しかし、抑圧さ

れ悲嘆に向き合えずにいる父親を母親の悲嘆のサ

ポーターとして位置づけるとき14)、さらに、父親を

【「勘弁してくれ」に至った消耗・疲弊】に追いやる

ことが懸念される。
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　「子どもが死ぬ」という認識は、世界で最も平均余

命が長くなり、親との死別体験がない日本の一般的

子育て世代にはない。このような社会変動の中で、

子どもを亡くした夫婦を目の前にする周囲は、傍ら

に寄り添い、その悲しみにふれることに当惑する。

また、性別の違いや個別の人間としての差異を無視

し、「同じ子どもを亡くした親」であること、「夫婦

は一心同体である」ことを理由に、形式的で表面的

な慰めや叱咤激励によってその場を収める周囲の気

遣いが、子どもを亡くした夫婦を、「同じ思いで悲し

みを分かち合える唯一の存在」としてさらに孤立さ

せていく。夫婦は、互いの不足を補う存在と認識さ

れるため、子どもの死後、夫は、妻の社会的な役割

をも担い、自分の感情を抑制することで家族の機能

を保持しようとする。しかし、そのような努力がむ

しろ【夫婦相互間のズレや溝】を引き起こし、夫婦

間でも父親は孤立していった。

　これまでの研究からも、子どもを亡くした親は、

少なくとも 4 年間はかなり神経の張りつめた状態が

残り、その間のストレスが夫婦関係にも影響する22)

ことが示唆されている。また、今回の研究には、離

婚した対象は含まれていないが、Kaplanは 23)、子ど

もと死別後50～70%の夫婦が離婚すると報告してい

る。Rando24)は、子どもの死後の夫婦間のコミュニ

ケーション問題を挙げている。それは、夫婦が個別

の存在であり、悲嘆も非同期的に生じること、すな
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わち、夫婦の悲嘆は、内容、経過とも当然、異なる

と述べている。既存の悲嘆の機能は25)、死別以前の

状態への回復を目指している。「日常生活の一部」は、

生前に戻ることが可能であるが、夫婦や家族として

の生活が元に戻ることはない。

　以上のことから、子どもを亡くした親への援助は、

母親とは異なる父親の体験を理解し、夫婦関係に生

じやすいこのような問題を考慮することが必要であ

る。
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　本研究の結果は、日本社会が要求する男性役割に

おける夫婦に適応可能だと考える。また、実際に離

婚した父親の体験は含まれていないこと、父親の死

別後の期間が長期に渡っていることが今後の検討課

題である。
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Hitomi Inoue,  Michiko Inagaki＊

　

Abstract

　The purpose of this study was to clarify the bereavement experience by fathers 
who lost his child and to focus on the relationship between the parents after the 
loss.  The design of the study was an inductive and qualitative method.  Semi-

structured interview was conducted to nine fathers.  The modified grounded theory 
approach was used to analyze the data.  Eight categories were analytically generated 
from the data.  They consist of ‘The moment of boiling and then freezing emotional 
reaction’, ‘Playing the role that the father recognized to be in need at the time of 
loss’, ‘The father��s awareness that mother was the saddest person because of the 
relationship between mother and child’, ‘The father��s making efforts to play 
manliness’, ‘The situations that the father��s hiding real intention letting the mother 
misunderstand him’, ‘Because of exhaustion the father thought “I wore down, 
forgive me”’, ‘Gaps occur in marital relations’, and ‘Mutual effort to reconstitute 
marital relations’. It was suggested that the fathers who lost their child needs to 
new care-model with their marital relationship．


